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本資料の取り扱いについて 

 本資料は、試験研究機関において令和４年度中に得られた成果について、令和５年７月に

発行しております。農薬の登録状況等は常に最新の情報を確認されるようお願いいたします。 
  文献等への引用・転載等を行う場合には、必ず事前に宮城県農業・園芸総合研究所に連絡
し、引用元を明記してください。 
  
 連絡先：宮城県農業・園芸総合研究所 企画調整部 
  電話：022-383-8118 E-mail:marc-kk@pref.miyagi.lg.jp 
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